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研究内容 
［１］沿岸災害機構の解明と将来予測 
・2011 年東日本大震災，2024 年能登半島地震津波
や，2018 年台風 21 号による被害に見られるよう
に，津波や高潮，高波が発生すると沿岸域には大
きな被害が発生する． 

・当研究室では，実験，数値解析，現地調査など様々
な研究手法を組み合わせて沿岸災害による被害
メカニズムの解明を行っている． 

・2018 年台風 21 号，2018年インドネシア・スラウ
ェシ島地震津波，2018 年インドネシア・スンダ海
峡津波の発生後，実際に現地に赴き，来襲した高
潮や津波の高さを計測した． 

・また，2024 年能登半島地震津波を含め，避難者の
防災意識や避難行動に関する質問紙調査を行い，
人々の災害時避難行動の解明を目指した研究も
行っている．近年では，自然災害リスクが居住地
選択意向に及ぼす影響の解明を目指す研究も実
施している[1]． 
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・さらに，実験や数値解析を駆使し，津波・高潮に
よる将来被害予測や津波・高潮の生成機構の分析
も行っている[2,3]． 

・例えば，地すべり津波を対象とした実験を行い，
地すべり津波の特性を実験により明らかにする
ことを試みている [4]． 
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［２］沿岸災害被害の軽減に資する技術開発 

・沿岸災害の被害予測だけでなく，その被害を軽減
するための技術開発も行っている． 

・例えば，津波避難者の避難行動をコンピュータ上
で再現できる避難シミュレーションモデルを開

発し，神奈川県鎌倉市，和歌山県美浜町，和歌山
県新宮市やカナダ・バンクーバ島などの沿岸域に
適用してきた[5,6]． 

・このシミュレーションモデルを用いることで，そ
れぞれの沿岸域にとって，有効な津波対策（避難
所の増設，避難誘導路の拡幅など）を明らかにす
ることが可能である． 

 

津波避難シミュレーションの例

人間を模擬

✓ 1つ1つの丸が、意思を持った
1人の人間のように行動する

✓ 色の違いは避難者属性を示す

✓ 津波に巻き込まれると被災者
に判定され黒色になる

 

・また，津波来襲の恐れがある沿岸域から，実際に
津波避難を行ってもらう津波避難実験の実施や，
Unity3D を用いた避難誘導支援ツールの開発にも
取り組んでいる[7]． 
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